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インターネットVPN～（拠点側常時接続型）～IP-VPNとの融合

　インターネットVPNは従来、通信コスト削減を目的で導入されてきましたが、拠点側でフレッツ
ISDNを用いた常時接続側の導入、またトラフィック増に対応すべくADSL、光アクセスサービスの導
入、検討がすすんでいます。
　
　一方、CPE（Customer Premises Equipment)ベースでVPNを構築する場合、全国各地に分散して
しまうVPN装置の管理負担が非常に大きく、今後はCPEの管理を通信事業者やISPにアウトソーシ
ングしていくことが予想されます。

　また、IP-VPNサービスを提供する通信事業者やISPは、IP-VPNサービスのアクセス回線を高速
化するべく、フレッツADSL、光アクセスサービスに注目しており、アクセス回線でのセキュリティ確保
の手段として、IPsecを採用するケースが多い状況です。アクセス回線はIPsec、IP-VPN網内は
MPLSといった、ハイブリッドなVPNサービス提供が始まっています。

　このような通信事業者やISPのサービスに適合した拠点側ルータが望まれている状況です。

多拠点リモートアクセスVPN(IPsec)市場状況



FITELnet-F40概要

標準価格118,000円

外形寸法273(W)×203(D)×44.5(H) mm
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（拠点側）

ＶＰＮ対応アクセスルータ

ＭＵＣＨＯ－ＥＶ
標準価格９８，０００円

同時接続：１６拠点

接続拠点数

ＶＰＮボックス

ＩＮＦＯＮＥＴ－ＶＰ１００

PKI対応アクセスルータ
ＭＵＣＨＯ－ＥＶ/PK
標準価格１１８，０００円

同時接続：１６拠点

（センター側）

ブロードバンドアクセスルータ

FITELnet





ユーザ

ネットワーク

ユーザ

ネットワーク
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ブロードバンドルータとISDNルータの組み合わせ。当社独自のホットスタンバイ
＋L3監視機能を利用し、拠点側からの経路切り替えを実現します。

・セカンダリのルータは、スタンバイ状態で待機している。

・拠点側にあるPCからは、ルータは一台に見える。

FITELnet-F40の特長　冗長構成 ～ADSL網ダウンに対応～
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冗長構成（２）　拠点側ADSL回線のバックアップ




